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　開会日、会議に先立ち、千葉県議会児童・生徒
表彰が行われました。
　この表彰は、学芸及びスポーツの全国大会にお
いて最優秀の成績をおさめた県内の学校に在籍す
る児童・生徒（団体を含む。）に贈られるもので、
61個人、24団体に議長から表彰状が授与されま
した。（受賞者一覧を3面に掲載。）

伊藤和男議長から表彰状を授与

千葉県議会　児童・生徒表彰

自民党 56人
民主党 17人
公明党 7人
共産党 4人
市民ネット・社民・無所属 4人
みんなの党 4人
千葉県民の声 1人
無所属の会 1人
開拓 1人
 定数95人 現員95人
   （平成24年4月16日現在）

ちば県議会だより  平成24年［2012年］5月5日（土曜日）

※
質
問
項
目
は
、
紙
面
の
都
合
上
一
人
六
項
目
以
内
で
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、
千
葉
県
議
会
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

次回県議会だよりの発行日は平成24年8月5日の予定です。

　

二
月
定
例
県
議
会
は
、
二
月
十
七
日
に
招
集
さ
れ
、
三

月
十
六
日
ま
で
の
二
十
九
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、
平
成
二

十
四
年
度
千
葉
県
一
般
会
計
予
算
等
の
議
案
九
十
一
件
、

報
告
三
件
が
上
程
さ
れ
、
知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と
県

政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
三
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
代
表

質
問
及
び
一
般
質
問
は
、
二
十
二
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

財
政
問
題
を
は
じ
め
、
教
育
問
題
、
医
療
・
福
祉
対
策
、

雇
用
問
題
、
防
災
対
策
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た

り
、
予
算
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具
体
的
・
専

門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結
果
報

告
、
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
知
事
か
ら
人
事
案
件
二
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
員
発
議
案
（
意
見
書
等
）
に
つ
い
て
は
、

三
十
六
件
の
う
ち
十
七
件
を
可
決
し
、
今
定
例
県
議
会
に

付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
月
定
例
県
議
会
の
あ
ら
ま
し

　予算委員会（委員27名）が3月5日
から7日までの3日間にわたり開催さ
れ、平成24年度予算議案の審査が横
断的、多角的に行われ、関連する県政
の諸課題について一問一答方式によ
り活発な議論が展開されました。

　

予 算 委 員 会

代
表
質
問

代
表
質
問

▼
財
政
問
題

▼
震
災
対
策

▼
防
災
体
制
の
強
化

▼
放
射
性
物
質
対
策

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

▼
教
育
問
題

民 主 党
横堀　喜一郎 議員

▼
地
域
防
災
計
画

▼
医
師
・
看
護
師
不
足

▼
労
働
問
題

▼
工
業
団
地

▼
道
路
問
題

▼
教
育
問
題

よこ ぼり き いち ろう
自 民 党

阿部　紘一 議員
あ べ こう いち

▼
放
射
能
問
題（
県
有
地
除
染
）

▼
災
害
時
の
燃
料
供
給
・
通
信
手
段
確
保

▼
高
校
生
修
学
支
援
基
金

▼
大
震
災
と
教
育
立
県
ち
ば

▼
障
害
者
雇
用
対
策

▼
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策

市民ネット・社民・無所属
入江　晶子 議員

▼
予
算
編
成
の
透
明
性

▼
八
ッ
場
ダ
ム

▼
東
金
九
十
九
里
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

▼
Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者
支
援
策

▼
エ
コ
テ
ッ
ク
産
廃
処
分
場
問
題

▼
県
立
学
校
施
設
の
安
全
性

いり え あき こ
公 明 党

阿部　俊昭 議員
あ べ とし あき

▼
い
じ
め
問
題

▼
振
り
込
め
詐
欺

▼
成
田
空
港
の
活
性
化

▼
防
災
対
策

▼
大
都
市
制
度

▼
東
葉
高
速
鉄
道

共産党
丸山　慎一 議員

▼「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」と
衆
議

院
比
例
定
数
削
減
問
題

▼
液
状
化
対
策
と
放
射
能
除
染

▼
八
ッ
場
ダ
ム
建
設

▼
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
茂
原
工
場
閉
鎖
問
題
・

企
業
立
地
補
助
金

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
な
ど
来
年
度
の
福

祉
予
算

▼
県
立
大
原
高
校
、
岬
高
校
、
勝
浦
若
潮
高

校
の
統
廃
合
計
画

まる やま しん いち
みんなの党
佐藤　浩 議員
さ とう ひろし

2月27日（月） 2月24日（金） 2月23日（木）



◆
平
成
二
十
四
年
度
予
算
関
係
（
二
十
三
件
）

▽
一
般
会
計
（
一
件
）

▽
特
別
会
計
（
二
十
二
件
）

◆
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
関
係（
二
十
三
件
）

▽
一
般
会
計
（
一
件
）

▽
特
別
会
計
（
二
十
二
件
）

◆
条
例
の
制
定
（
二
件
） 

▽
千
葉
県
排
出
水
及
び
特
定
地
下
浸
透
水
の
汚

染
状
態
の
測
定
の
回
数
を
定
め
る
条
例

▽
鳥
獣
保
護
区
等
の
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条

例

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
三
十
七
件
） 

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

▽
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
職
員
定
数
条
例

▽
千
葉
県
行
政
組
織
条
例

▽
千
葉
県
県
税
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理

の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
屋
外
広
告
物
条
例

▽
千
葉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
及
び
千
葉

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
高
校
生
修
学
等
支
援
臨
時
特
例
基
金

条
例

▽
千
葉
県
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理

条
例

▽
千
葉
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特

例
基
金
条
例

▽
千
葉
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例

▽
千
葉
県
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
臨
時
特
例
基
金
条
例

▽
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等

の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施

行
条
例

▽
千
葉
県
妊
婦
健
康
診
査
支
援
基
金
条
例

▽
千
葉
県
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基

金
条
例

▽
千
葉
県
袖
ヶ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
設
置
管
理
条
例

▽
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や

す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例

▽
千
葉
県
障
害
者
自
立
支
援
対
策
及
び
福
祉
・

介
護
人
材
確
保
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例

▽
千
葉
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基

金
条
例

▽
千
葉
県
立
自
然
公
園
条
例

▽
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例

▽
千
葉
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
条
例

▽
千
葉
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
臨
時
特
例
基

金
条
例

▽
千
葉
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金

条
例

▽
千
葉
県
地
方
港
湾
審
議
会
条
例

▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
産
業
教
育
審
議
会
条
例

▽
教
育
機
関
設
置
条
例

▽
千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例（

三
面
に
続
く
）

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案

　
　

平
成
二
十
四
年
度
当
初
予
算
は
、

ど
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
で
何
に

重
点
を
お
い
て
編
成
し
た
の
か
。

　
　

平
成
二
十
四
年
度
当
初
予
算
は
、

総
合
計
画
「
輝
け
！
ち
ば
元
気
プ
ラ
ン
」

実
施
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
く
ら
し
満
足
度
日
本
一
」
の

千
葉
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

み
、「
災
害
に
強
い
元
気
な
千
葉
県
づ
く

り
」
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
編
成
し
、
具
体
的
に
は
、

①
移
動
交
番
車
五
十
台
、
専
従
警
察
官

百
名
体
制
の
整
備

②
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
入
院
助
成
対

象
を
中
学
校
三
年
生
ま
で
拡
大

③
私
学
助
成
の
県
単
独
上
乗
せ
補
助
の

引
き
上
げ

④
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
枠
拡
大

⑤
海
外
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
の
実
施
に
よ
る
観
光
客
の
誘

致
⑥
「
が
ん
ば
ろ
う
！
千
葉
」
市
町
村
復
興

基
金
交
付
金
二
十
億
円
の
交
付

⑦
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
金
制
度
二
年

間
延
長

⑧
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
分
析
装
置
整
備

に
よ
る
放
射
能
監
視
体
制
の
強
化

な
ど
の
事
業
を
計
上
し
た
。

　
　

今
後
の
中
長
期
的
な
財
政
運
営
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
四
年
度
当
初
予
算
は
、

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制
に
加
え
、
基

金
や
退
職
手
当
債
の
活
用
に
よ
り
財
源

を
確
保
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的

経
費
の
増
加
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
一
方
、

財
源
と
し
て
活
用
可
能
な
基
金
は
平
成

二
十
四
年
度
ま
で
に
大
部
分
を
取
り
崩

す
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
財
政
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
税

収
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
事
務
・
事

業
の
見
直
し
や
定
員
適
正
化
に
よ
り
歳

出
抑
制
に
取
り
組
む
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、

財
政
の
弾
力
性
確
保
の
た
め
に
、
財
政
調

整
基
金
の
積
増
し
や
建
設
地
方
債
の
残

高
抑
制
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
引
き

続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　

地
域
防
災
計
画
修
正
の
基
本
方
針

の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

　

ま
た
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
い

つ
ま
で
に
地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
の

か
。

　
　

計
画
修
正
の
基
本
方
針
は
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
等
を
踏
ま
え
、
県
民

や
、
防
災
関
係
機
関
に
、
地
域
防
災
計
画

修
正
の
方
向
性
を
早
期
に
示
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
策
定
し
た
。

　

基
本
方
針
で
は
、

①
津
波
対
策
に
お
け
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

対
策
の
連
携

②
液
状
化
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
支
援

物
資
供
給
体
制
の
構
築

④
避
難
時
及
び
避
難
所
に
お
け
る
災
害

時
要
援
護
者
等
対
策
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
む
。

　

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
計
画
の
修
正

原
案
を
作
成
し
、
市
町
村
等
の
関
係
機

関
、
議
会
、
県
民
か
ら
の
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

前
倒
し
、
平
成
二
十
四
年
夏
ま
で
に
、
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
四
年
度
に
入
院
の
助
成

対
象
を
中
学
三
年
生
ま
で
拡
大
し
よ
う

と
す
る
目
的
は
何
か
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、
子

ど
も
の
保
健
対
策
の
充
実
と
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
市
町
村
や
医

師
会
等
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

事
業
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
は
、
病
気
に

か
か
り
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
小
学

校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
の
入
院
及
び

通
院
を
助
成
対
象
と
し
た
。

　

し
か
し
、
入
院
に
つ
い
て
は
、

①
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
も
、
重

篤
な
病
気
に
よ
る
入
院
が
減
ら
な
い

た
め
、
保
健
対
策
上
の
必
要
性
が
依

然
高
い
こ
と

②
医
療
費
が
高
額
と
な
る
た
め
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
必
要
性
が

高
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
入
院
の
医
療
費
を
中
学
三
年

生
ま
で
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　

県
内
の
看
護
師
養
成
機
関
の
数
、

年
間
の
養
成
数
、
指
導
者
数
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
養
成
数
や
指
導
者
数
を
増
や

す
た
め
に
、
県
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
に
お

け
る
県
内
の
看
護
師
養
成
機
関
は
三
十

六
校
で
、
一
学
年
の
入
学
定
員
は
二
千
三

百
六
十
七
人
、
専
任
教
員
数
は
五
百
七

十
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
看
護
師
養
成
機

関
に
対
し
て
、
施
設
・
設
備
の
整
備
費
や

運
営
費
に
対
し
て
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
教
員
養
成
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
、
看
護
師
養
成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

き
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
四
年
度
は
、
地
域

医
療
再
生
計
画
に
基
づ
き
、

①
大
学
を
含
め
た
養
成
機
関
の
新
設
等

に
伴
う
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成

②
医
療
機
関
や
養
成
機
関
が
、
看
護
師

を
教
員
養
成
講
習
会
に
参
加
さ
せ
る

た
め
の
費
用
助
成

な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
当
初
予
算

案
に
所
要
の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

食
品
の
放
射
性
物
質
検
査
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
新
た
な
基
準
値
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、

①
簡
易
検
出
器
で
は
基
準
値
の
厳
し
い

飲
料
水
や
牛
乳
な
ど
に
は
対
応
で
き

な
い

②
精
度
の
高
い
検
出
器
は
高
額
な
外
国

製
品
で
入
手
が
困
難
な
う
え
、重
量
物

で
あ
り
、
設
置
場
所
の
整
備
が
必
要

③
優
先
し
て
検
査
す
べ
き
対
象
品
目
や

検
査
頻
度
な
ど
、
運
用
面
で
の
取
り

扱
い
が
示
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
県
で
は
、
情

報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
の
動
向

に
注
視
し
つ
つ
、
当
面
は
衛
生
研
究
所
及

び
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
整
備
し

た
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
十
分

に
活
用
し
、
計
画
的
に
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
て
い
く
。

　
　

平
成
二
十
四
年
度
が
開
通
目
標
と

な
っ
て
い
る
圏
央
道
の
東
金
・
茂
原
・
木

更
津
間
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
は
、

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
等
と
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
観
光
立
県

千
葉
の
実
現
を
図
る
う
え
で
極
め
て
重

要
な
道
路
で
あ
る
。

　

東
金
か
ら
木
更
津
間
の
四
十
二
・
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
用
地
取
得
が
完
了
し
て

お
り
、
現
在
、
平
成
二
十
四
年
度
の
開
通

に
向
け
、
全
線
に
わ
た
っ
て
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
　

津
波
対
策
と
し
て
、
新
た
に
「
千

葉
東
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画
」
の
見

直
し
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

　
　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
を
踏
ま
え
、
学
識
者
、
海
岸
利
用
者
、

沿
岸
市
町
村
長
か
ら
な
る
委
員
会
を
設

置
し
、「
千
葉
東
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計

画
」
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
旭
市
か
ら
一
宮
町
に
か
け
て
の

九
十
九
里
浜
沿
岸
に
お
い
て
は
、
数
十
年

か
ら
百
数
十
年
に
一
度
発
生
す
る
津
波
に

対
す
る
防
護
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
高
さ

を
現
在
の
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル

高
い
、
概
ね
六
メ
ー
ト
ル
と
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
年
度
末
ま
で
に
計
画
を
見
直

し
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
速
や
か
に
防

護
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
九
十
九
里
浜
の

環
境
や
海
岸
の
利
用
状
況
な
ど
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
海
岸
に
隣
接
す
る
保
安

林
の
砂
丘
な
ど
を
最
大
限
に
利
用
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

県
立
学
校
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
第

一
次
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
は
、
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
作
ら
れ
た
の
か
。

　
　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
策
定
懇
談

会
で
の
協
議
や
関
係
団
体
な
ど
の
意
見

等
を
踏
ま
え
、
厳
し
い
社
会
の
中
で
も
常

に
志
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
や

倫
理
観
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
等

を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
な
ど
、
今
後
の

高
校
改
革
の
考
え
方
を
示
し
た
県
立
学

校
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
最
終
案
を
作
成

し
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
実
施
す
る
具

体
計
画
も
検
討
を
進
め
、
自
立
し
た
人

材
の
育
成
や
多
様
な
地
域
性
へ
の
対
応

な
ど
、
本
県
県
立
高
校
を
取
り
巻
く
状

況
や
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な

コ
ー
ス
の
設
置
や
専
門
教
育
の
拠
点
校
な

ど
、
早
期
に
実
施
す
べ
き
計
画
を
第
一
次

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
と
し
て
ま
と
め
た
。

　

具
体
的
に
は
、
不
足
す
る
人
材
の
育

成
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
教
員
基
礎
コ

ー
ス
や
医
歯
薬
コ
ー
ス
の
設
置
、
夷
隅
地

域
の
中
学
校
卒
業
者
数
の
減
少
や
学
校

の
小
規
模
化
等
に
対
応
す
る
た
め
の
統

合
案
な
ど
を
示
し
た
。

　
　

振
り
込
め
詐
欺
の
発
生
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
警
察
で
は
ど
の
よ
う
な
防

止
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
三
年
中
の
本
県
の
振
り

込
め
詐
欺
の
発
生
件
数
は
七
百
五
十
七

件
で
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
に
次
い
で
全

国
三
番
目
、
被
害
額
は
約
十
二
億
千
七

百
万
円
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
に
入
り
、
振
り
込
め
詐
欺

の
発
生
は
高
止
ま
り
で
あ
り
、
現
金
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
直
接
受
け
取
り
に
来

る
手
口
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
行
政
機
関
を

か
た
る
医
療
費
還
付
金
詐
欺
も
多
発
し

て
い
る
。

　

警
察
で
は
、
通
報
者
の
協
力
を
得
て
、

現
場
で
の
検
挙
活
動
に
加
え
、
振
り
込
め

詐
欺
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

①
知
事
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
活
用
し

た
広
報
啓
発
活
動

②
知
事
参
加
に
よ
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施

③
金
融
機
関
へ
の
声
掛
け
等
の
働
き
か

け
④
年
金
支
給
日
に
お
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
集

中
警
戒

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
県
警
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
広
報
啓
発
活
動
、
県
、
自
治
体
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
た
被
害
抑
止
対
策
等

を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
一
月
四
日
か
ら

は
、「
振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質
商
法
被
害

抑
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
、

県
民
に
電
話
で
情
報
提
供
や
注
意
喚
起

を
促
す
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

財

政

圏

央

道

放
射
性
物
質

看
護
師
不
足

防

災

計

画

振
り
込
め
詐
欺

復
旧
・
復
興

教

育

代
表
質
問
か
ら

代
表
質
問
か
ら

子
ど
も
医
療
費

助

成
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（
二
面
よ
り
続
き
）

▽
千
葉
県
警
察
基
本
条
例

▽
千
葉
県
水
道
事
業
給
水
条
例

▽
千
葉
県
土
地
造
成
整
備
事
業
及
び
工
業
用
水

道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

〈
議
員
提
出
〉 

 

▽
千
葉
県
議
会
委
員
会
条
例

◆
条
例
の
廃
止
（
三
件
）

▽
千
葉
県
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
県
税
課

税
免
除
条
例

▽
千
葉
県
血
清
研
究
所
記
念
保
健
医
療
福
祉
基

金
条
例

▽
千
葉
県
み
ど
り
の
基
金
条
例

◆
そ
の
他
（
六
件
） 

▽
契
約
の
締
結

▽
宝
く
じ
協
議
会
規
約
の
変
更

▽
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
金
額

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

▽
監
査
委
員
の
選
任
同
意

▽
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

▽
焼
却
灰
の
一
時
保
管
場
所
を
設
置
す
る
決
議

▽
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な
権
限
移
譲
に
向
け

た
支
援
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

▽
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
で
行
わ
れ
る
除
染

等
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
拡
充
等
を
求
め
る

意
見
書

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早
期
解

決
を
求
め
る
意
見
書

▽
父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▽
消
費
者
の
た
め
の
新
た
な
訴
訟
制
度
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書

▽
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め

る
意
見
書

▽
「
人
権
侵
害
救
済
法
案
」
に
反
対
す
る
意
見

書
▽
年
金
制
度
抜
本
改
革
の
全
体
像
を
早
期
に
公

表
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

▽
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

▽
東
京
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
値
上
げ
等

に
関
す
る
意
見
書

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
熱
発
電
と
り
わ

け
高
温
岩
体
発
電
等
の
促
進
を
求
め
る
意
見

書
▽
若
者
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
求

め
る
意
見
書

▽
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
見
直
し
等
、
農
業
政

策
の
立
て
直
し
を
求
め
る
意
見
書

▽
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し

て
存
続
し
、
居
住
者
の
居
住
安
定
を
求
め
る

意
見
書

▽
木
更
津
港
の
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
を
求
め
る
意
見
書

▽
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▽
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
（
旧
公
団
住
宅
）

を
公
共
住
宅
と
し
て
継
続
し
、
居
住
者
の
居

住
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
第
一
項
〜
第
三
項
）

▽
東
京
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
値
上
げ
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
第
一
項
、

第
二
項
）

▽
消
費
者
の
た
め
の
新
た
な
訴
訟
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▽
東
京
湾
第
一
海
堡
の
保
護
と
活
用
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
第
一
項
〜
第
三
項
）

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

採
択
さ
れ
た
請
願

遠山　晃大朗
堀内　遙斗
牧野　綾香
島原　寿伸
末廣　彩花
野口　結衣
前田　将希
鈴木　千尋
中村　一輝
金子　紗弓
北村　瑠菜
伊藤　瑞生
笠巻　勇矢
阿部　文香
高尾　奏之介
奥田　つかさ
土屋　那奈
石橋　美沙

岩上　篤詞
杉崎　鷹汰
小沼　魁成
片岡　梨乃
小沼　龍心
太田　若那
須﨑　優衣
吉田　ケイワン
柳堀　あいり
澤江　優月
久住呂　有紀
高橋　亜蘭
荒川　晴菜
浅野　史恩
杉本　海誉斗
大河　真由
藤井　南帆
宮野　菜々
羽藤　琴和
島谷　尚季
皆川　夏穂
鈴木　　夢
樋口　恵夢
中村　祥眞
宮﨑　佑喜
松川　風美香
金坂　春杜
柴﨑　洋一郎
三上　真穂
梨本　真輝
高政　知也
浅井　慎平
野々村　笙吾
平井　彬嗣
小倉　佳祐
柳堀　麻美
寺村　美穂
金井　佑馬
川﨑　　駿
関口　大輝
平井　健太
霜出　佳奈
林　　義昌
蛭田　将暉
安井　雄一
小田嶋　怜美

図書館調査学習
暗算
ポスター
自転車
標語
標語
暗算
ポスター
珠算
統計グラフ
珠算
美術
簿記
書道
音楽
家庭科
弁論
ポスター
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
レスリング競技
レスリング競技
レスリング競技
レスリング競技
レスリング競技
レスリング競技
レスリング競技
レスリング競技
カヌー競技
空手道競技
空手道競技
なぎなた競技
テニス競技
柔道競技
体操競技
テニス競技
カヌー競技
ヨット競技
ゴルフ競技
スポーツクライミング競技
新体操競技
陸上競技
水泳競技
陸上競技
陸上競技
少林寺拳法競技
ライフル射撃競技
ライフル射撃競技
新体操競技
陸上競技
陸上競技
カヌー競技
体操競技
水泳競技
体操競技
カヌー競技
水泳競技
水泳競技
水泳競技
水泳競技
水泳競技
ボウリング競技
馬術競技
空手道競技
陸上競技
陸上競技
トランポリン競技
トランポリン競技
なぎなた競技
ダンス競技
ダンス競技
水泳競技
ボート競技
ダンス競技
空手道競技
テニス競技
野球競技
フットサル競技
テニス競技
体操競技
山岳競技
体操競技
山岳競技
サッカー競技
カヌー競技
サッカー競技
シンクロナイズドスイミング

平成23年度　千葉県議会　児童・生徒表彰受賞者

学　
　

芸

ス　

ポ　

ー　

ツ

個　
　

人

個　
　

人

団　
　

体

団　
　

体

市原市立姉崎小学校
流山市立南流山小学校
茂原市立東郷小学校
松戸市立小金小学校
市川市立平田小学校
木更津市立木更津第一小学校
千葉大学教育学部附属小学校
鴨川市立鴨川中学校
流山市立南流山中学校
茂原市立茂原中学校
千葉市立蘇我中学校
茂原市立茂原中学校
千葉県立千葉商業高等学校
千葉県立市川南高等学校
千葉県立東葛飾高等学校
千葉市立大椎中学校　※
船橋市立法田中学校　※
千葉県立東金商業高等学校　※
柏市立酒井根西小学校 
柏市立酒井根中学校 
千葉県立幕張総合高等学校 
柏市立柏高等学校
習志野市立谷津小学校　※
船橋市立峰台小学校　※
柏市立大津ヶ丘第二小学校　※
野田市立木間ヶ瀬小学校
野田市立木間ヶ瀬小学校
野田市立木間ヶ瀬小学校
柏市立柏第五小学校
野田市立木間ヶ瀬小学校
我孫子市立我孫子第二小学校
松戸市立六実第三小学校
市川市立大野小学校
香取市立小見川北小学校
千葉市立小倉小学校
千葉市立北貝塚小学校
木更津市立畑沢小学校
柏市立柏第一小学校
いすみ市立浪花小学校
松戸市立高木第二小学校
東京学館浦安中学校
佐倉市立臼井南中学校
千葉市立天戸中学校
富里市立富里北中学校
千葉市立さつきが丘中学校
千葉市立真砂中学校
旭市立第二中学校
浦安市立明海中学校
我孫子市立湖北台中学校
銚子市立第五中学校
千葉県立成田国際高等学校
千葉県立茂原樟陽高等学校
千葉県立佐倉西高等学校
昭和学院高等学校
船橋市立船橋高等学校
東海大学付属浦安高等学校
千葉県立小見川高等学校
船橋市立船橋高等学校
船橋市立船橋高等学校
習志野市立習志野高等学校
千葉県立小見川高等学校
千葉商科大学付属高等学校
船橋市立船橋高等学校
船橋市立船橋高等学校
千葉県立幕張総合高等学校
千葉商科大学付属高等学校
柏市立柏高等学校
千葉県立多古高等学校
敬愛学園高等学校
船橋市立船橋高等学校
木更津総合高等学校
スポーツクラブテン・フォーティー男子トランポリンチーム 
スポーツクラブテン・フォーティー女子トランポリンチーム 
瑞穂なぎなたスポーツ少年団 
ボールルームダンス低学年ペア 
ボールルームダンス高学年ペア 
セントラルスポーツ 
香取市立小見川中学校 
ダンススポーツペア 
（社）日本空手協会千葉県本部 
東京学館浦安中学校 
千葉マリーンズ 
三井千葉サッカークラブ 
秀明八千代高等学校 
船橋市立船橋高等学校 
千葉県立千葉東高等学校 
千葉県代表少年男子体操競技チーム 
千葉県代表少年男子山岳競技チーム 
千葉県代表少年男子サッカーチーム 
千葉県代表少年男子カヌーチーム 
船橋市立船橋高等学校
CACスイミングスクール　※  

※３月28日に新たに3個人・4団体が表彰されました。

　
　

「
が
ん
ば
ろ
う
！
千
葉
」
市
町
村

復
興
基
金
交
付
金
に
つ
い
て
、
配
分
基

準
な
ど
の
考
え
方
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

今
回
の
復
興
交
付
金
は
、
実
施
し

た
事
業
に
対
す
る
、
い
わ
ゆ
る
補
助
金

の
よ
う
な
考
え
方
で
は
な
い
。
十
年
間

程
度
の
長
期
間
の
、
復
興
関
係
に
お
け

る
ソ
フ
ト
経
費
と
し
て
、
客
観
的
な
指

標
に
よ
り
配
分
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
の
計
画
や
報
告
を
市
町

村
に
対
し
て
求
め
る
場
合
に
は
、
事
務

負
担
が
な
る
べ
く
か
か
ら
な
い
よ
う
、

簡
便
な
形
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

水
道
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
放
射
線
量
に
つ
い
て
、
四
月
か

ら
管
理
目
標
値
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
十
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
検
査
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

管
理
目
標
値
の
設
定
に
伴
い
、
検

査
精
度
を
高
め
る
た
め
、
検
査
す
る
水

量
を
多
く
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
今
年

二
月
一
日
か
ら
前
倒
し
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　　
　

千
葉
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討

会
か
ら
今
後
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

つ
い
て
、
報
告
書
が
出
さ
れ
た
が
、
今

後
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

　
　

平
成
二
十
四
年
度
、
県
民
や
施
設

管
理
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す

啓
発
や
新
た
に
施
設
ご
と
に
分
煙
、
禁

煙
の
表
示
を
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

受
動
喫
煙
の
機
会
の
減
少
を
図
る
な
ど
、

対
象
施
設
等
の
自
主
的
・
勧
奨
的
な
事

業
を
促
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
そ
の
効
果
を
評
価
し
つ
つ
、

県
と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
て
い
く
。

　
　

長
崎
県
西
海
市
で
発
生
し
た
女
性

二
名
殺
人
事
件
に
つ
い
て
、
県
警
の
総

括
と
し
て
は
組
織
で
の
対
応
に
不
備
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今
後
は
、

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
通
報
が
あ
っ
て
か

ら
逮
捕
に
至
る
ま
で
の
過
程
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

他
都
道
府
県
警
察
と
の
連
携
の
時

期
や
内
容
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

作
成
し
、
連
携
に
齟
齬
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

千
葉
県
の
経
済
の
実
態
に
関
し
て
、

県
と
し
て
ど
の
よ
う
な
所
見
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

昨
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

持
ち
直
し
の
兆
し
が
見
ら
れ
て
い
た
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
消
費
マ
イ
ン

ド
の
落
ち
込
み
、
電
力
不
足
の
問
題
、

さ
ら
に
は
円
高
と
、
非
常
に
厳
し
い
経

済
情
勢
と
な
っ
た
。

　

最
近
は
、
大
型
小
売
店
販
売
額
や
有

効
求
人
倍
率
な
ど
で
、
持
ち
直
し
の
傾

向
が
表
れ
て
い
る
一
方
、
鉱
工
業
生
産

指
数
で
は
、
夏
場
以
降
、
前
年
を
下
回

っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
現
在
も
続

い
て
い
る
。

　

今
後
、
欧
州
の
債
務
の
問
題
や
電
力

の
問
題
な
ど
不
透
明
な
要
素
が
あ
り
、

中
小
企
業
の
支
援
、
観
光
の
振
興
、
雇

用
の
確
保
な
ど
、一
層
の
努
力
を
し
て
い

く
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

青
年
就
農
者
確
保
・
育
成
給
付
金

事
業
は
、
農
業
後
継
者
の
み
を
対
象
と

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
未
経
験

の
新
規
就
農
者
の
確
保
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
　

本
事
業
は
、
主
に
新
規
就
農
者
確

保
の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
就
農
予
定

者
が
農
業
技
術
等
を
習
得
す
る
た
め
の

研
修
を
受
講
す
る
二
年
間
、
ま
た
就
農

直
後
の
経
営
が
不
安
定
な
五
年
間
に

つ
い
て
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
事
業
の
給
付
金
額
は
、
一
人
年

間
百
五
十
万
円
で
あ
り
、
百
七
十
五
人

分
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
　

公
共
基
準
点
改
定
事
業
に
つ
い
て
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
県
内

の
地
殻
変
動
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

　

ま
た
、
公
共
基
準
点
の
改
定
作
業
は

い
つ
ま
で
に
完
了
す
る
見
込
み
か
。

　
　

今
回
の
地
震
の
地
殻
変
動
に
よ
り
、

県
が
管
理
し
て
い
る
三
百
五
十
六
す
べ

て
の
一
級
基
準
点
に
、
ひ
ず
み
が
生
じ
た
。

　

今
後
は
、
国
土
地
理
院
の
助
言
を
得

な
が
ら
基
準
点
測
量
を
行
い
、
平
成
二

十
四
年
度
内
の
改
定
作
業
完
了
を
目

指
す
。

　
　

県
立
学
校
の
除
染
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

除
染
に
つ
い
て
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ

調
査
に
よ
る
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
工

法
等
を
決
定
し
、
準
備
が
整
い
次
第
特

別
支
援
学
校
を
優
先
し
、
そ
の
後
、
高

等
学
校
、
社
会
教
育
施
設
な
ど
を
順
次

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

各
常
任
委
員
会
の

各
常
任
委
員
会
の

主
な

  
質
疑
か
ら

主
な

  
質
疑
か
ら

総
務
防
災
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

さ
い 
か
い 

 

しそ 

ご

ちば県議会だより  平成24年［2012年］5月5日（土曜日）



　平成24年度当初予算案について申し上げます。
　来年度は、総合計画「輝け！ちば元気プラン」実施計
画の総仕上げの年であり、「くらし満足度日本一」の実
現に向け、安全・安心のまちづくりなどを一層推進し
ます。また、引き続き、東日本大震災への対応に取り組
みます。

　一般会計の当初予算規模は、前年度比2.6％増の1
兆6,001億800万円となり、歳入は県税の減収、歳
出は社会保障費など義務的経費の大幅な増加が見込
まれるため、基金の活用や退職手当債の発行などによ
り、必要な財源を確保しました。

　総合計画の推進について申し上げます。
　一つ目は、「安全・安心のまちづくり」です。防犯活
動を一層強化するため、移動交番車を増強し、専従警
察官100人体制で取り組むほか、地域安全パトロール
隊の拡充、「振り込め詐欺・悪質商法被害抑止コール
センター」による電話での防犯指導など、犯罪の起こり
にくいまちづくりに力を入れます。
　さらに、緊急輸送道路などに架かる重要な橋りょう
の耐震補強工事の前倒し、県立学校耐震化早期実施
や私立学校耐震化を支援します。
　また、（仮称）危機管理防災センターや総合防災拠
点を整備するとともに、健康危機対応拠点である衛生
研究所の建て替えに向けた設計を行います。
　二つ目は、「医療・福祉の充実」です。ドクターヘリ
格納庫を含む救命救急センターへの助成、医師・看
護師確保対策、周産期母子医療センターへの助成拡
充など、医療提供体制を充実させます。
　さらに、がん対策として、拠点病院の機能強化や緩
和ケア体制の充実、がんセンター新病棟建設計画の
策定などに取り組みます。また、特別養護老人ホーム
整備の助成を継続し、障害のある人の生活支援のため、
グループホーム整備などに助成します。
　三つ目は、「笑顔輝く子どもを育てる県づくり」です。
子ども医療費助成について、来年度から入院の助成対
象を中学3年生まで拡大します。
　また、待機児童解消を図るため、民間保育所の整備
を促進するとともに、放課後の子どもたちの生活や遊
びの場確保など、市町村が行う事業を支援します。
　さらに、特別支援学校の分校・分教室及び児童養
護施設「富浦学園」を整備します。私立学校経常費補
助は、国標準単価を措置し、高校及び幼稚園への県単
独の上乗せ額を増額します。
　また、不登校など問題を抱える子ども・若者を支援
するため、ワンストップ相談窓口を新設し、助言や情報
提供を行います。

　四つ目は、「観光と魅力あふれる県づくり」です。テ
レビやラジオ、トップセールスなど、さまざまな手段で
千葉の魅力を発信し、観光客や企業の誘致、県産農林
水産物の販路拡大、本県の知名度向上につなげます。
　また、トイレや駐車場など観光関連施設の整備助成
や、サイクルツーリズムの拡大・定着を図るため、モデ
ルコースの設定などを支援します。
　さらに、本県の魅力を強くアピールするため、10月
21日（日）には「ちばアクアラインマラソン」を開催し
ます。加えて、グレード・アップ「ナリタ」活用戦略会議
でさらなる県勢発展の方策を検討します。
　五つ目は、「雇用・産業振興、交流基盤の整備」です。
非常に厳しい雇用情勢を踏まえ、新卒未就職者、求職
者に対する就労支援に取り組みます。
　また、中小企業振興資金の融資枠を5,700億円に
拡大し、中小企業の企業グループ育成や地域商業の活
性化につなげる新たな支援策を検討します。
　さらに、園芸農業支援や、青年新規就農者への給付
金支給などを行います。また、有害鳥獣による農作物
被害防止や海岸保安林の松くい虫対策、銚子・勝浦漁
港の施設改修助成のほか、圏央道等広域幹線道路や
地域に密着した道路の整備を進めます。

　次に、東日本大震災への対応について申し上げます。
　放射性物質に対する県民の不安を払しょくするため、
モニタリングポストや分析機器を増強します。また、市
町村が実施する有料道路の無料通行券配布事業に助
成し、減少した観光客の回復を図ります。
　さらに、東京電力への風評被害に係る賠償請求への
支援を継続し、行政経費の請求にも対応していきます。
なお、放射性物質を含むごみ焼却灰については、一時
保管場所の確保など、引き続き、解決に向け努力しま
す。

　そのほか、平成23年度補正予算案など、議案の概
要説明がありました。
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25日（月）

26日（火）

28日（木）

29日（金）

7月   2日（月）

3日（火）

6日（金）

月　日 議　事　予　定 開議予定時間

開会　知事提案理由説明

質疑並びに一般質問

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

常任委員会（環境生活警察・農林水産）

　　　〃　 （総務防災・県土整備）

　　　〃　 （総合企画水道・文教）

　　　〃　 （健康福祉・商工労働企業）

委員長報告等　採決　閉会
※本案はおおよその日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議し最終決定します。

午前１０時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午後  1時

平成24年6月定例県議会  会期及び議事・委員会予定（素案）


